
13−はびきの　2018.2.1−

●開館時間 10:00 ～ 18:00（※中央図書館は 10:00 ～ 20:00）

●ちびっこサロン
[ 日時 ] 2 月 14 日㈬ 10:30 ～　[ 場所 ] 森のゆうびん局

返却期日を守りましょう
4 月 1 日より、図書館の資料を 30 日以上延滞され
ている方は、新たな貸し出しや予約ができなくなり
ます。必ず返却期日までにお返しください。
朗読ボランティアグループ「はびきの」
[ 日時 ] 2 月 24 日㈯ 13:00 ～ 16:00
[ 場所 ] LIC はびきの 3 階音楽実習室
[ 定員 ] 80 人 ※入場無料、どなたでも参加可
＜内容＞「竹内街道わらべ唄」「葉っぱのフレディ」
　　　　  「源氏物語」より ほか

・市内の図書館は全て休館（月末日を除き、図書館は㈰㈷も開館）
＜ 2月の休館日＞ 2 月 28 日㈬

読んでみませんか？

『注文をまちがえる料理店のつくりかた』
小
お

国
ぐに

 士
し

朗
ろう

／著　森
もりしま

嶋 夕
ゆう

貴
き

／写真　方丈社
　昨年３日間だけオープンした、認知症の人たちが接
客を担当するレストラン「注文をまちがえる料理店」。
笑いあり涙ありのフォトドキュメント。

『チェコの十二ヶ月
　　　　～おとぎの国に暮らす～』
出
で

久
く

根
ね

 育
いく

／著
理論社
　画家で絵本作家の
著者が、2002 年か
ら在住するチェコ・
プラハの美しい四季
と、そこに生きる人々の暮らしぶり
を描いたエッセイ集です。

『オニのきもだめし』
岡田 よしたか／著
小学館
　二人の赤オニが
夜道を歩いている
と、次々に恐ろし
いおばけが出てき
ます。散々おどか
されたオニたちが
ようやく家に帰りつくと…。

● 2 月のおはなし会

中央図書館 4 日㈰、11 日㈰、
18 日㈰、25 日㈰ 13:30 ～

陵南の森
図書館

4 日㈰、11 日㈰、25 日㈰ 11:00 ～
17 日㈯ 15:00 ～
18 日㈰　　  ・11:00（小さい子向き）
・11:30（少し長いお話を聞ける子向き）

羽曳が丘図書館 10 日㈯、24 ㈯ 15:00 ～
東部図書館 14 日㈬ 10:30 ～
古市図書館 17 日㈯ 15:00 ～
丹比図書館 24 日㈯ 10:30 ～

○中央図書館（LIC はびきの内）
○陵南の森図書館
○羽曳が丘図書館
○丹比図書館
○東部図書館

軽里 1-1-1
島泉 8-8-1
羽曳が丘西 2-5-1
樫山 251-1
古市 1541-1

☎ 072-950-5501
☎ 072-952-2750
☎ 072-957-5553
☎ 072-937-2355
☎ 072-950-2002

●古市図書館  ☎ 072-958-0050 ㈬㈭㈮㈯㈰ 10:00 ～ 17:30
●ブックステーションはびきのコロセアム ☎ 072-937-7210 ㈫㈭㈮13:30 ～ 16:30
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